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SACは、四塩化炭素誘発肝障害を、酸化ストレスを軽減することにより、顕著に抑制することが判明し、また
HODEは新しい酸化ストレスマーカーとして有用であることが判明した。肝の線維化病態は炎症の反復により惹
起されるため、SACの持続投与は線維化の抑制につながる可能性が示唆された。 
本研究は、四塩化炭素誘発ラット急性肝障害に対する、酸化ストレスの軽減を介したSAC前投与の有効性を示
したものである。SACは酸化ストレスに起因する病態に有効である可能性が示唆された。よって本研究者は博士
（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
